（別紙様式第１号）
肉用子牛生産者補給金制度事務受託実施計画書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　番　　　　　号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日

　　公益社団法人　山形県畜産協会
　　　　会　長　若　林　英　毅　殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務委託先名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 eq \o\ad(代表者名,　　　　　　)　　　　　　　　　　　印

令和８年度において、肉用子牛生産者補給金制度に係る事務受託について、下記のとおり計画します。
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　（注意）

　　１　委託事務を遂行する本所・支所等

　　　　　当該年度において、委託事務を統括する本所及び事務を遂行する支所等をいう。

　　２　個体登録推進契約生産者数

　　　　　当該年度において、個体登録を推進し、個体登録が見込まれる契約生産者数（契約生産者の内、肉用子牛を生産又は飼養している者）・・・生産者リストに○印を付け添付すること。

　　３　個体登録見込頭数

　　　　　前年度（１～１２月）及び前々年度の個体登録実績頭数を勘案し、当該年度の見込頭数を算出するものとする。なお、その積算基礎を明確にしておくこと。

　　　　　ただし、事務委託費の実績額算出の際、頭数に係る配分については上記見込頭数（変更した場合は変更後の頭数）を上限とする。
　　４　　変更する場合は、当初計画の内容と変更後の内容を２段書きにし、変更に係る部分について変更前を（　）書きで上段に記載すること。
　　５　　変更内容は個体登録見込頭数のみとし、委託事務を遂行する本所・支所等及び個体登録推進契約生産者数は、当初計画のとおりとすること。

